
調査期間：2020年4月～2021年3月：令

出典：大分県観光実態調査2020

おんせん県おおいた観光カルテ（エリア毎）

別府湾エリア（大分市・別府市・日出町）

考察

●宿泊率において、別府、大分市を中心に宿泊施設数が多いエリアでありながら、大分県外における日帰り率が64％と高いことから宿泊施設

×体験コンテンツの造成など、宿泊への誘導に繋がる施策検討の可能性が考えられる。

●SNSの発言動向をみると県内在住者は観光地に関する投稿が少なく、県外在住者も定番ワード以外の投稿が少ないことから、SNS上では

新たな魅力の発信がされていないなどの課題が見える。SNS投稿を促す現地の体験や魅力を作っていくこともSNS上での更なる情報発信を促

す上では有効だと考えられる。



調査期間：2020年4月～2021年3月：令

出典：大分県観光実態調査2020

おんせん県おおいた観光カルテ（エリア毎）

やまなみエリア（由布市・九重町）

考察

●宿泊率において、宿泊施設数が多いエリアにありながら、大分県外における日帰り率が65％と高いことから宿泊施設×体験コンテンツの造成

など、宿泊への誘導に繋がる施策検討の可能性が考えられる。

●SNSの投稿状況を見ると、県内・外客いずれも由布市の観光名所に関する投稿が多くみられた。主な観光エリア以外にも、SNSでの情報発

信を促す仕組み作りなどにより、観光客の分散化や新たな地域の魅力の発信に繋げられる可能性がある。



調査期間：2020年4月～2021年3月：令

出典：大分県観光実態調査2020

おんせん県おおいた観光カルテ（エリア毎）

奥豊後エリア（竹田市・豊後大野市）

考察

●男女ともに40代～60代の来訪者が多い一方男性20代～30代、女性20代は県全域と比較し4ポイント以上少ない結果となっており若年

層の囲い込みに課題が見える。

●宿泊率において、長湯温泉など宿泊施設が一定数ある中で、大分県外における日帰り率が70％と高いことから宿泊施設×体験コンテンツの

造成など、宿泊への誘導に繋がる施策検討の可能性が考えられる。

●特に県内客のSNS投稿では、食や景観に関する投稿は多いものの観光スポットや観光体験に関する投稿はあまり見られないため、夜間や早

朝など、旅の目的となるようなプログラムの造成や環境整備により、宿泊率の向上や滞在時間の延長に繋がるのではないか。



調査期間：2020年4月～2021年3月：令

出典：大分県観光実態調査2020

おんせん県おおいた観光カルテ（エリア毎）

日田・耶馬エリア（中津市・日田市・玖珠町）

考察

●季節ごとに来訪者の推移に大きな変化はなく、年中通して来訪者がコンスタントに訪れていると考えられる。

●宿泊率において、天ケ瀬・日田など温泉地として宿泊施設数が多いエリアでありながら、大分県外における日帰り率が70％と高いことから宿

泊施設×体験コンテンツの造成など、宿泊への誘導に繋がる施策検討の可能性が考えられる。

●SNSの投稿状況をみると、県外在住者の中では「進撃の巨人」や「中津からあげ」に関する投稿など、観光プロモーションの効果が見受けられ

る一方、県内在住者の投稿を見ると食や映画館などの投稿が多く、観光に関する投稿が少ない。県内在住者へも、魅力的な観光スポットを訪

れ、投稿してもらえるような仕組み作りにより、SNS上での更なる情報発信に繋がるのではないか。



調査期間：2020年4月～2021年3月：令

出典：大分県観光実態調査2020

おんせん県おおいた観光カルテ（エリア毎）

宇佐・国東半島エリア（豊後高田市・杵築市・宇佐市・国東市・姫島村）

考察

●国東半島エリアでは、大分県全域と比較しても県外客では福岡からの来訪が更に多い。また、県全域と比較して女性の来訪者が多く、男性

では60代～70代の来訪者が比較的多くなっている。また、県外在住者の来訪は8月～9月、12月～1月が特に多くなっている。

●別府湾エリア、日田・耶馬エリアへの移動が特に多くみられ、各エリアとの連携したプロモーションや宿泊施設×体験コンテンツの造成など、滞在

者数、宿泊率の向上に繋がる施策検討の可能性が考えられる。

●SNSの投稿状況では、食に関する投稿のほか、紅葉や宇佐駅、宇佐神宮に関する投稿も見られた。中でも特徴的なのが、宇佐＝USAの

認識が浸透している様子が見られ、プロモーションの効果が表れている。



調査期間：2020年4月～2021年3月：令

出典：大分県観光実態調査2020

おんせん県おおいた観光カルテ（エリア毎）

日豊海岸エリア（佐伯市・臼杵市・津久見市）

考察

●日豊海岸エリアは、来訪者の属性としては40～60代の男性の来訪者が大分県全体と比較しても多い。一方、女性客が県全体と比べても

9%低く、女性客の囲い込みに課題が見える。

●SNSの投稿では、海鮮などの食に関する投稿、駅名や地名に関する投稿が多くみられ、食のブランディングの成果やJR九州と連携したキャン

ペーン等のプロモーション効果が見受けられる。

●エリア内の周遊を促進するコンテンツの造成やエリア間の連携した情報発信など、滞在時間や宿泊率の更なる向上に繋がる施策検討の可能

性が考えられる。


